
市　報　に い が た （2）平成11年8月15日第　　　号1694

市役所への郵便は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

母子健康手帳の交付
受付時間 午後１時～２時
持ち物 妊娠届出書、印鑑
月　 日 会　　　　　場 内　容
９／１・８
９／３

９／９・30
９/16
９／22
９／28
９／29

坂井輪地域保健福祉センター
南地域保健福祉センター
東地域保健福祉センター
中地域保健福祉センター
西地域保健福祉センター
北地域保健福祉センター
中央地域保健福祉センター

妊婦相談、
各種制度の
説明、歯科
健診、保健
指導

マタニティおすすめ栄養教室
日時　９月20日午後１時15分～１時半
受け付け
会場　中央地域保健福祉センター
内容　妊娠中の食事のポイント、調理実
習と試食、ほか　定員　先着30人
申し込み　保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制

安 産 教 室
内容 安産体操、分べんの経過、ほか
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制
月　日

９・１

９・22

９・24

会　　　　　場 受 付 時 間

東地域保健福祉センター

南地域保健福祉センター

坂井輪地域保健福祉センター

午前９時15分

～９時半

午後１時15分

～１時半

対　　象

１月～２月
出産予定の
妊婦（３回
１コース）

健 康 相 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳

のある人はお持ちください。
※印は栄養士による相談あり
地　区 月　日 会　　　場 時　間

赤 塚
中野小屋
関屋・中央
木 戸
両 川
松浜・南浜・濁川
山 の 下
大 江 山
沼 垂
濁 川

８・18
８・26

８・17

８・20
８・23
８・25
８・27

８・18

赤塚連絡所
笠木公民館

※中央地域保健福祉センター
木戸公民館

※両川連絡所
※北地域保健福祉センター
※中地域保健福祉センター
※大江山農村環境改善センター
老人憩の家・沼垂荘

※濁川連絡所

午前10時～11時半
午後１時～３時

午前10時～11時半
午 後 １時半～３時

午後１時半～３時

遺 伝 相 談
日時 ９月９日午後２時半から
会場 中央地域保健福祉センター
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制

市 民 健 康 セ ミ ナ ー
日時 ８月26日午後２時～４時
会場 万代市民会館　定員 先着30人
内容 講演「腰痛の話」中山剛男（医師）、
講演と実技「腰痛体操」亀尾徹（理学療
法士）
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3661）へ

風しん抗体価検査
日時 ９月14日午前９時半～10時受け
付け 会場 中央地域保健福祉センター
対象 18歳以上の女性（妊娠中の人を
除く） 参加費 800円
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制

女性の健康なんでも相談
日時 ９月24日午後１時45分から
会場 東地域保健福祉センター
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制　

骨髄バンクドナー登録休日受付
日時　８月22日午前９時～午後４時
会場　ふるさと村　対象　20歳～50歳
申し込み　巻保健所（�0256-72-0935）へ

シルバー１１０番
日時 ９月12日午前10時～午後４時
相談電話番号 �226-5083（当日限り）
問い合わせ 県司法書士会事務局（�
228-1589）へ

講演会 “現代の子育てをめぐって”
日時 ８月28日午後２時～４時
会場 だいしホール（東堀前通７）
講師 馬場禮子（東亜大学大学院教授）
定員 250人　参加費 1,500円
申し込み ８月20日（消印有効）まで
に往復はがきに住所、氏名、電話番号を
記入し、新津市中村､新津信愛病院心理
係（�0250-22-2161）へ　※応募多数
の場合抽選

県高齢者総合相談センター

お年寄りのよろず相談
日時 毎週月曜～金曜午前９時～午後５
時（土・日曜、祝日除く）
内容 法律、医療、痴ほう、税金、ほか
相談電話番号 �285-4165

Ｑ

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ

た
ら
、
施
設
に
入
所
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
で

は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
に
入
所

で
き
ま
す
か
？

Ａ

介
護
保
険
の
対
象
に
な
る

施
設
は
３
種
類
あ
り
、
施
設
ご

と
に
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

�
介
護
老
人
福
祉
施
設

現
在
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
該
当
し
ま
す
。

日
常
生
活
に
介
護
が
必
要
で

あ
り
、
家
庭
で
の
生
活
が
困
難

な
人
が
入
所
す
る
施
設
で
す
。

�
介
護
老
人
保
健
施
設

現
在
の
老
人
保
健
施
設
が
該

当
し
ま
す
。

病
状
が
安
定
し
、
入
院
治
療

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
が
家

庭
に
復
帰
す
る
た
め
に
、
リ
ハ

ビ
リ
や
身
辺
の
介
護
な
ど
を
行

う
施
設
で
す
。

�
介
護
療
養
型
医
療
施
設

長
期
間
の
療
養
や
介
護
を
必

要
と
す
る
人
の
た
め
に
、
介
護

職
員
が
手
厚
く
配
置
さ
れ
て
い

る
医
療
施
設
で
す
。

ど
の
医
療
機
関
が
介
護
保
険

の
対
象
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
、

県
が
来
年
１
月
こ
ろ
指
定
を
行

う
こ
と
に
よ
り
決
定
す
る
予
定

で
す
。

〔
療
養
型
病
床
群
〕
…
長
期
に

�
施
設
の
選
び
方

要
介
護
状
態
（
寝
た
き
り
、

痴
ほ
う
な
ど
で
常
に
介
護
を

必
要
と
す
る
状
態
）
と
認
定

さ
れ
れ
ば
、
ど
の
施
設
を
選

ん
で
も
よ
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
７
３
）
へ

そ
の
15
�

きかせて？介護保険

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る

患
者
が
入
院
す
る
た
め
の
病

床
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
老
人
性
痴
ほ
う
疾
患
療
養

病
棟
〕
…
老
人
性
痴
ほ
う
疾

患
の
患
者
が
入
院
す
る
た
め

の
病
棟
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

〔
介
護
力
強
化
病
院
〕
…
老

人
慢
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
患
者
を
入
院
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
病
院
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
で

生
活
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

申
請
で
き
る
の
は
、
事
由
発

生
か
ら
５
年
以
内
で
す
。
次
の

受
給
資
格
に
該
当
す
る
人
で
、

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は

早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
給
資
格

①
離
婚
や
死
別
な

ど
に
よ
り
父
親
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
、
ま
た
、
父
親

が
重
度
の
障
害
を
持
つ
、
子
ど

も
の
母
親
ま
た
は
養
育
者
②
母

親
ま
た
は
養
育
者
お
よ
び
子
ど

も
が
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

公
的
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場

合
（
父
親
に
支
給
さ
れ
る
障
害

年
金
な
ど
の
加
算
に
な
っ
て
い

な
い
場
合
）

受
給
期
間

子
ど
も
が
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
（
障
害
を
持
つ
子
ど

も
の
場
合
は
20
歳
未
満
）

支
給
額

申
請
者
な
ど
の
前
年

の
所
得
に
よ
り
、
子
ど
も
１
人

の
場
合
は
、
月
額
４
万
２
３
７

０
円
ま
た
は
２
万
８
３
５
０

円
。
子
ど
も
２
人
の
場
合
は
５

０
０
０
円
加
算
、
３
人
目
か
ら

は
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円
加

現
在
使
用
し
て
い
る
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
９
月
30
日
ま
で

で
す
。
10
月
１
日
以
降
も
同
制

算持
ち
物
　
戸
籍
謄
本
、
世
帯
全

員
の
住
民
票
、
印
鑑
、
ほ
か

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、

毎
年
８
月
中
に
現
況
届
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
給
者
に
は
用
紙
を
送
っ
て
あ

り
ま
す
の
で
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間

８
月
31
日
ま
で

持
ち
物

現
況
届
用
紙
、
児
童

扶
養
手
当
証
書
、
世
帯
全
員
の

住
民
票
、
印
鑑
、
ほ
か

※
今
年
１
月
２
日
以
降
に
本
市

に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地

の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
平
成

11
年
度
の
所
得
証
明
書
が
必
要

で
す
。

申
請
先

児
童
福
祉
課
、
地
区

事
務
所

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
１
７
）
へ

度
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
８

月
中
に
更
新
申
請
が
必
要
で
す
。

受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

に
は
、
更
新
申
請
書
を
送
り
ま

し
た
の
で
、
期
間
内
に
必
ず
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

８
月
31
日
ま
で

持
ち
物

更
新
申
請
書
、
健
康

保
険
証
、
印
鑑
、
ほ
か

申
請
先
　
児
童
福
祉
課
、
地
区

事
務
所

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
１
７
）
へ

よ
う
に
何
か
に
ぶ
つ
け
て
切

っ
た
傷
や
の
こ
ぎ
り
で
切
っ

た
傷
は
ケ
ロ
イ
ド
状
に
残
り

や
す
い
た
め
、
縫
合
し
た
ほ

う
が
傷
あ
と
が
目
立
た
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
麻
酔
注
射
の
後
、
傷
口

部
分
を
も
う
一
度
切
り
直
し

て
か
ら
縫
合
し
た
方
が
よ
り

き
れ
い
に
直
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
関
節
部
分
の
動
き

の
多
い
部
分
に
で
き
た
傷

や
、
刃
先
が
斜
め
に
入
っ
て

で
き
た
傷
な
ど
も
、
傷
あ
と

が
大
き
く
残
り
や
す
い
の
で
、

専
門
医
で
の
し
っ
か
り
と
し

た
治
療
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
市
医
師
会
）

少
し
く
ら
い
長
く
と
も
絆
創

ば
ん
そ
う

膏こ
う

で
少
し
寄
せ
て
し
っ
か
り

と
固
定
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

傷
あ
と
は
残
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
女
の
子
の

先
日
、
転
ん
で
額
を
切
っ

た
女
の
子
が
、
お
母
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

傷
口
を
診
た
ら
縫
合
の
必

要
が
あ
る
状
態
で
し
た
の
で
、

そ
の
準
備
を
し
て
い
た
ら
、

「
傷
口
を
縫
う
と
、
傷
あ
と
が

残
る
の
で
は
な
い
で
す
か
」

と
、
心
配
そ
う
な
声
で
お
母

さ
ん
か
ら
質
問
を
受
け
ま
し

た
。一

般
的
に
、
傷
あ
と
が
残

る
の
を
恐
れ
て
、
縫
合
す
る

の
を
嫌
が
る
人
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
実
は
縫
合
し
て
も

し
な
く
て
も
程
度
の
差
は
あ

り
ま
す
が
傷
あ
と
は
残
る
も

の
な
の
で
す
。

か
み
そ
り
な
ど
の
鋭
利
な

も
の
で
で
き
た
浅
い
傷
は
、

残る傷あと

残らない傷あと

31.5万円

33.9万円

46.1万円

施設名
１カ月の標準的な
利用額（見込額）

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設
（老人保健施設）

介護療養型医療施設
（療養型病床群等）

施
設
サ
ー
ビ
ス

※利用額の１割が自己負担額となります

ホームヘルパー（３級）養成講座
日時 ８月31日～９月11日午前10時～
午後４時（９月５日を除く）
会場 北部総合コミュニティセンター、
ほか　参加費 9,000円
対象 受講後登録ヘルパーとして活動で
きる人20人　※応募多数の場合選考
申し込み ８月20日（必着）までに住所、
氏名、電話番号、年齢を記入し、返信用封
筒を同封のうえ、附船町1-4366、舟江病
院ヘルパー養成講座係（�229-3588）へ

市
で
は
、
高
校
生
に
介
護
に

つ
い
て
の
認
識
と
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
８
月
４
・
５

日
に
１
日
看
護
婦
（
士
）
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
市
民
病
院
に

は
、
男
子
生
徒
２
人
を
含
む
約

80
人
の
高
校
生
が
看
護
婦
（
士
）

の
仕
事
を
体
験
。
看
護
婦
の
指

導
の
下
、
新
生
児
の
世
話
や
、

入
院
患
者
の
血
圧
測
定
、
車
い

す
介
助
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
真
田
ち
ひ
ろ
さ
ん

（
敬
和
学
園
高
校
３
年
）
は

「
看
護
体
験
は
こ
れ
で
２
回
目

で
す
。
産
婦
人
科
は
赤
ち
ゃ
ん

が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
、
と
て

も
明
る
い
感
じ
が
し
ま
す
。
夏

休
み
の
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

す
」
と
、
足
立
奈
津
子
さ
ん

（
中
央
高
校
３
年
）
は
「
卒
業

し
た
ら
看
護
系
の
学
校
に
進
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
看
護

婦
の
仕
事
は
大
変
だ
け
ど
、
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
」
と
、
２
人
と
も
新
生
児

を
抱
き
な
が
ら
ニ
ッ
コ
リ
。
ま

た
、
堀
井
美
沙
子
さ
ん
（
江
南

高
校
１
年
）
は
「
難
し
い
こ
と

ば
か
り
で
す
。
血
圧
計
や
聴
診

器
の
使
い
方
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
で
き
る
か

不
安
で
す
。
看
護
婦
は
患
者
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
８
月
24
・
25
日
に
済

生
会
新
潟
第
二
病
院
で
も
、
高

校
生
約
60
人
が
１
日
看
護
婦

（
士
）
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

’99障害者　夏のつどい
日時 ８月29日午後１時半～３時半
会場 総合福祉会館
内容 介護保険で障害者はどうなる
定員 先着100人　参加費 300円
申し込み 同事務局（�0250-23-0093）へ

赤ちゃんのかわいさに、思わず笑
みがこぼれたり（上）、車いす介
助（右）を行った高校生

金
額
は
未
確
定
で
す
。
目
安

と
し
て
考
え
て
く
だ
さ
い


